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近藤英明, 江藤宏美: 【睡眠障害の基礎と臨床】各科領域・疾患における睡眠障害 妊婦における睡眠障害. 日本臨
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教育テキスト ナーシング・グラフィカ「母性看護実践」第1版, 株式会社メディカ出版 : 337-340, 2020.
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江藤宏美: 「地域とともにすすめる母乳育児」切れ目なくみんなで支える 長崎県内の保育施設の調査結果から見

た母乳育児の実態 働くお母さんが増え、保育園での母乳育児支援は重要なテーマです。長崎県の全保育園の調

査報告をいたします. 母乳育児シンポジウム記録集 27: 161-167, 2020.
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智史, 石松祐二, 永安　武, 迎　寛: 肺癌手術検体における、Heat shock protein 47発現の検討. 日本呼吸器学会誌 
9(増刊): 165, 2020.

宮下律子, 石本 裕士, 奥野大輔, 宮村拓人, 由良博一, 高園貴弘, 原 敦子, 坂本憲穂, 石松祐二, 尾長谷　靖, 迎　寛: 
膵癌化学療法中に生じた薬剤性肺障害の検討. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 161, 2020.

櫛田友香, 石本裕士, 原　敦子, 黒田揮志夫, 奥野大輔, 宮村拓人, 谷口寛和, 山口博之, 城戸貴志, 坂本憲穂, 石松祐

二, 迎　寛: 気管支内浸潤を伴う単発肺腫瘤として発症したMTX関連リンパ増殖性疾患の1例. 気管支学 42(3): 
288, 2020.

宮下律子, 城戸貴志, 入来　隼, 奥野大輔, 宮村拓人, 由良博一, 財前圭晃, 原 敦子, 山本和子, 石本裕士, 坂本憲穂, 尾
長谷 靖, 石松祐二, 福岡順也, 迎　寛: 器質化像を呈し、ステロイドが有効であった石綿肺の1例. 気管支学 42(3): 
287, 2020.

濱田聖暁，野中　隆，和田英雄，高村佑磨，澤井照光，永安　武: 施設間格差からみた進行下部直腸癌に対する

術前治療の選択. 日本大腸肛門病学会誌 73(7): 349, 2020.

宮村拓人, 坂本 憲穂, 角川智之, 石田佳央理, 奥野大輔, 原 敦子, 宮崎拓郎, 城戸貴志, 石本裕士, 松本桂太郎, 土谷智

史, 石松祐二, 永安 武, 迎 寛: 肺癌手術検体における、Heat shock protein 47発現の検討. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 
165, 2020.
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化学療法中に生じた薬剤性肺障害の検討. 日本呼吸器学会誌 9(増刊): 161, 2020.
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二, 迎　寛: 気管支内浸潤を伴う単発肺腫瘤として発症したMTX関連リンパ増殖性疾患の1例. 気管支学 42(3): 
288, 2020.
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42(3): 287, 2020.

増澤祐子, 馬場香里, 江藤 宏美: エビデンスに基づく助産ガイドライン2020の作成 分娩第3期の積極的管理におけ

る子宮収縮薬は何が効果的か？. 日本看護科学学会学術集会抄録集 : 317, 2020.

馬場香里, 増澤祐子, 江藤 宏美: エビデンスに基づく助産ガイドライン2020より　児童虐待ハイリスクの親に有効

な介入は？. 母性衛生 61(3): 135, 2020.

山部一実, 西田隆宏, 井手芳彦, 本田純久: 地域在住後期高齢者における100mL水飲みテストによる嚥下障害スク

リーニングの精度. 日本老年医学会雑誌 57(3): 327-329, 2020.
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石松祐二・教授 世話人 長崎臨床感染症研究会

石松祐二・教授 代議員 日本呼吸器学会

石松祐二・教授 世話人 九州びまん性肺疾患カンファランス

石松祐二・教授 世話人 長崎県呼吸ケア研究会

石松祐二・教授 長崎県地方じん肺審査医 長崎労働局

石松祐二・教授 評議員 日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会

石松祐二・教授 委員 長崎県福祉保健審議会

石松祐二・教授 長崎県地方労災委員 厚生労働省

増澤祐子, 江藤宏美: 新しくなった『エビデンスに基づく助産ガイドライン―妊娠期・分娩期・産褥期2020』. ペ
リネイタルケア 39(8): 76-81, 2020.

増澤祐子, 江藤 宏美(日本助産学会ガイドライン委員会): 新しくなった『エビデンスに基づく助産ガイドライン-
妊娠期・分娩期・産褥期2020』. ペリネイタルケア 39(8): 852-857, 2020.

増澤祐子, 江藤 宏美(日本助産学会ガイドライン委員会): 『エビデンスに基づく助産ガイドライン-妊娠期・分娩

期・産褥期2020』を活用しよう 改訂ポイントの紹介と活用のすすめ. 助産雑誌 74(9): 684-687, 2020.

0 0 0 35 4 31

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

富永哲郎，野中　隆，久永　真，福田明子，森山正章，小山正三朗，吉元崇文，橋本泰臣，濱崎景子，日高重

和，澤井照光，永安　武: TaTMEのコツとピットフォール. 日外科系連会誌 45(5): 546, 2020.

福田明子，野中　隆，富永哲郎，小山正三朗，森山正章，澤井照光，永安　武: 当院における回腸ストーマ関連

合併症の検討. 日本大腸肛門病学会誌 73(9): A151, 2020.

竹下浩明，平山昂仙，富永哲郎，野中　隆，中島悠史郎，黒木　保，澤井照光: Complex Crohn病に対する腹腔鏡

下手術の短期成績. 日本大腸肛門病学会誌 73(9): A125, 2020.

森山正章，富永哲郎，野中　隆，福田明子，小山正三朗，橋本泰匡，濱崎景子，日高重和，澤井照光，永安　

武: TaTMEを安全に導入・施行するための工夫 逆行性解剖からみたランドマークに基づくTaTME. 日本大腸肛門

病学会誌 73(9): A92, 2020.

富永哲郎，野中　隆，福田明子，森山正章，小山正三朗，竹下浩明，濱田聖暁，荒木政人，角田順久，久永　

真，福岡秀敏，和田英雄，黨　和夫，田中賢治，澤井照光，永安　武: 骨盤内臓全摘術の手術手技と成績 当科に

おけるTwo team TPEの検討. 日本大腸肛門病学会誌 73(9): A67, 2020.

野中　隆，富永哲郎，福田明子，小山正三朗，澤井照光，永安　武: 直腸癌手術におけるベストなアプローチ法 
腫瘍進行度に応じた直腸癌手術戦略 laparo・taTME・robotの適切な組み合わせとは?. 日本大腸肛門病学会誌 
73(9): A43, 2020.

肥田泰慈，富永哲郎，野中　隆，福田明子，森山正章，小山正三朗，日高重和，荒井淳一，濱崎景子，橋本泰

匡，澤井照光，永安　武: 術前FOLFOXIRI療法で病理学的完全奏功が得られた局所進行結腸癌の一例. 日臨外会

誌 81(増刊): 413, 2020.

小山正三朗，富永哲郎，野中　隆，福田明子，森山正章，竹下浩明，濱田聖暁，荒木政人，福岡秀敏，和田英

雄，黨　和夫，田中賢治，澤井照光，永安　武: 横行結腸癌に対する頭側アプローチ先行、腹腔鏡下右半結腸切

除術. 日臨外会誌 81(増刊): 321, 2020.

富永哲郎，野中　隆，福田明子，森山正章，小山正三郎，肥田泰慈，橋本泰臣，濵﨑景子，荒井淳一，日高重

和，澤井照光，永安　武: ロボット支援下直腸癌手術の郭清手技 当科におけるロボット支援下側方リンパ節郭清

の留意点 術者および助手の立場より. 日臨外会誌 81(増刊): 233, 2020.
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澤井照光・教授 環境保健分野研究評価分科会委員 長崎県研究事業評価委員会

澤井照光・教授 がん対策部会大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会

本田純久・教授 健康ながさき21調査検討小委員会委員 長崎県

澤井照光・教授 オストメイト社会適応訓練事業講師 日本オストミー協会長崎県支部

澤井照光・教授 社会福祉審議会委員 長崎市社会福祉審議会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部

澤井照光・教授 学会評議員 日本消化器病学会

澤井照光・教授 評議員 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省

澤井照光・教授 世話人 IBD Club Jr. Kyusyu

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本循環器看護学会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器外科学会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会

江藤宏美・教授
長崎県妊産婦等相談支援ネットワーク推進
協議会委員

長崎県

江藤宏美・教授 常任理事 長崎県母性衛生学会

江藤宏美・教授 理事 長崎県小児保健協会

江藤宏美・教授 英文誌編集委員会 Managing Editor 日本看護科学学会

江藤宏美・教授 会長 長崎県助産師会

江藤宏美・教授 看護科学研究編集委員 大分県立看護科学大学看護研究交流センター

江藤宏美・教授 ペリネイタルケア編集委員 メディカ出版株式会社

江藤宏美・教授 評価基準検討委員会委員 一般財団法人日本看護学教育評価機構

江藤宏美・教授 評価員 一般財団法人日本看護学教育評価機構

江藤宏美・教授 理事 日本頭蓋健診治療研究会

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会委員長 日本助産学会

江藤宏美・教授 副理事長 日本助産学会

江藤宏美・教授 理事 一般財団法人日本助産評価機構

江藤宏美・教授 将来構想委員会委員 全国助産師教育協議会

江藤宏美・教授 評議員 聖路加看護学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

黒田裕美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護学校

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)
骨盤底機能障害を予防する助産ケアのプログ
ラム開発

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)
女性活躍推進時代に働く女性と男性の地域包
括子育て母乳育児支援プラットフォーム構築

本田純久・教授 国立がん研究センター 分担

がん研究開発費
共同研究グループのデータセンター間の連携
によるがん治療開発研究の効率化と質的向上
のための研究

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
なぜ人々は聖水治療を求めるのか：エチオピ
ア北部聖地の事例研究

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
子どもはいかに出生コホート調査参加意識を
形成しインフォームド・アセントに至るのか

澤井照光・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究（C)
地域における多施設・多職種協働体制強化に
より推進するストーマケアの標準化

本田純久・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
高齢者の介護購買力が家族介護者の仕事と生
活に与える影響

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)
助産師教育における実習生の質保証のための
助産学共用試験の実用化と認証システム開発

黒田裕美・教授 国際ロータリー第2740地区 代表
国際ロータリー第2740地区補助金
先天性疾患に関する睡眠障害

本田純久・教授 代議員 日本疫学会

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(A)
テーラーメイドな出産・育児を促進するオキ
シトシン活性化プログラムの開発と普及

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)
ICTを活用したDVハイリスク妊婦への支援プロ
グラムの開発と評価

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

石松祐二・教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
インフルエンザ後の肺胞マクロファージの  細
菌貪食能への影響およびマクロライドの効果

本田純久・教授 代議員，学会誌編集委員 日本健康学会

本田純久・教授 代議員 日本公衆衛生学会
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江藤宏美・教授 長崎県助産師会 防災手拭い 長崎新聞 2020年8月5日

助産師会で、“母子”に特化
した防災手拭いを作成した。
内容は、日頃からバッグに入
れておくと良いもの、非常用
持ち出し物品について、便利
な手拭いの使い方、そして、
助産師からのメッセージなど
が盛り込み、防災イベント時
などに配布している。
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